






















































































　先にあげた例文をみていただきたい。“跟” の目的語は同じ “他” であ
るが、１）は同伴の相手、２）は比較の対象で、２）の “跟” は１）の “跟”




















































　① “跟” … “跟（随伴、共同行為の対象）” と “跟（比較、関係の対象）”
の二つにわける。
　② “对” …対象によって、機能化のレベルが異なるので、“对（ヒト・





　⑤ “随” …「介词库」の用例は “随着” の例しか掲載していないので “随
着” に改める。
　以下、残りの82個の前置詞に対して、グループわけを行う。








































































































































“从” の目的語に “上” や “里” の場所をあらわす接尾辞がついて、いわ












































































































































































































　また、文中にも用いることが可能なものに “从～上” や “从～里” があ
る。これらは目的語が具象的、抽象的にかかわらず、ひとつの場所化され
たものを表す。もちろん、範囲指定の働きとして文頭にくることも可能で
ある。これら框式介词については、【表１】の Group １と Group ３の中
に追加して入れた。この框式介词についてはさらに考える必要がある。
⑵　文頭にくる前置詞フレーズについて






















































































































12） 例えば、『白水社 中国語辞典』：23にも、「否定副詞や助動詞は一般に ‘把’
の前に用いる」と明記されている。ただ、王还1984: 33‒34に例外として否
定副詞をもつ熟語については後ろにくる場合があるとの指摘がある。





14） 『HSK词语用法详解』：696の “着想” には “否定词 ‘不，没’ 只能放在 ‘为、
替’ 前” とある。“着想” 自体は自動詞で後ろに目的語はとれない。また、
小学館『中日辞典』第２版にも同様の記述がある。
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※本論文の例文は上記引用文献や作例によるものだが、すべてインフォマント
のチェックを受けていることをここに断っておく。インフォマントとして西
安出身北京在住30代女性、西安出身北京在住40代女性、北京出身北京在住
30代女性にお願いした。
※本論文は、2009年度日本中国語学会東海支部例会（2009.10.21於名古屋大学）
での「機能からみた前置詞の再分類─実から虚へ─」の発表をもとに加筆、
修正したものである。
